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町県民税（住民税）の税率が変わりますほか ・・・３

春の全国交通安全運動実施中ほか ・・・・・・・・４

水道メーター検針にご協力くださいほか ・・・・・５

湯沢カルチャーセンターからのお知らせほか ・６～７

湯沢消防署からのお知らせ ・・・・・・・・・・・８

お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・９～１２

����������������������������������
����������������������������������
����������������������������������
����������������������������������
����������������������������������
����������������������������������
����������������������������������
����������������������������������
����������������������������������
����������������������������������

第１４５１号

わたしたちのねがい
美しい自然につつまれた雪のまち湯沢
清らかな愛情あふれるまち
すこやかな活力みなぎるまち
さわやかな誰もが訪れたいまち
みんなで力をあわせ
豊かで明るく住みよい
文化の香り高いまちをつくりましょう

湯
沢
町
町
民
憲
章
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平成１９年５月１３日

※ グラフの縦軸は原則として一年ごとの年齢層で、横軸は
全人口に対する各年齢層での構成割合です。

※ 日本全国のデータは、総務省統計局から引用した平成
１８年１０月１日現在の数値です。

※ 湯沢町のデータは、平成１９年４月１日現在の数値です。

※ 双方の基準日が違うため、若干の誤差があります。

今
年
の
大
型
連
休
で
は
、「
み
ど
り
の
日
」が
こ
れ
ま
で
の
４
月　

日
か
ら

２９

５
月
４
日
と
な
り
、４
月　

日
は「
昭
和
の
日
」と
な
り
ま
し
た
。

２９

そ
こ
で「
昭
和
の
日
」に
ち
な
ん
で
、湯
沢
町
で
の
昭
和
生
ま
れ
の
人
の
割
合

が
ど
の
程
度
な
の
か
、ま
た
日
本
全
体
と
比
較
し
て
ど
う
な
の
か
を
調
べ
て
み

ま
し
た
。左
の
グ
ラ
フ
が
、そ
の
結
果
を
示
す
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
す
。日
本
全

国
で
の
グ
ラ
フ
が
右
側
で
、湯
沢
町
が
左
側
で
す
。双
方
を
比
較
す
る
た
め
、

男
女
別
で
は
な
く
、全
人
口
で
集
計
し
て
あ
り
ま
す
。

一
目
で
見
て
わ
か
る
よ
う
に
、昭
和
生
ま
れ
の
人
の
割
合
が
、日
本
全
国
で

も
、湯
沢
町
で
も
圧
倒
的
に
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。日
本
全
国
で
は
お
よ
そ

　

％
、湯
沢
町
で
は
若
干
低
く
て
、お
よ
そ　

％
で
す
。年
号
が
平
成
と
な
っ

７８

７６

て
早
く
も　

年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、ま
だ
ま
だ
昭
和
生
ま
れ
の
人

２０

が
、中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
え
そ
う
で
す
。

ま
た
標
本
数
が
少
な
い
な
が
ら
も
、湯
沢
町
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
形
が
、

ほ
ぼ
日
本
全
国
に
近
似
し
て
い
る
の
も
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
す
。そ
し
て
こ
れ

を
も
と
に
、湯
沢
町
の
高
齢
化
が
ど
う
か
、少
子
化
が
ど
う
か
、ま
た
若
者
の

定
着
は
ど
う
か
な
ど
の
問
題
を
、こ
れ
か
ら
も
考
察
し
て
み
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

年号別の人口ピラミッド

日本全日本全国国と湯沢と湯沢町町の比較の比較
（男女別ではありません）

２０

４０

０歳

６０

８０

１００歳以上�
�湯沢町 日本全国

今
年
は
み
ど
り
の
日
で
は
な
く
、
昭

和
の
日
に
行
わ
れ
た
「
花
ま
つ
り
ゆ
ざ

わ
」
で
し
た
。
好
天
に
恵
ま
れ
、
例
年
の

と
お
り
多
く
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。
暖

か
な
日
差
し
の
中
、
皆
さ
ん
春
爛
漫
の

一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

今
年
か
ら
４
月　

日
は
「
昭
和
の
日
」

２９

人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
見
る
「
昭
和

人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
見
る
「
昭
和
」」

明治生まれ

大正生まれ

昭和生まれ

平成生まれ
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町
長
コ
ラ

町
長
コ
ラ
ムム

２
日

３
日

４
日

５
日

６
日

９
日

　

日
１０

　

日
１１

　

日
１２

　

日
１３

　

日
１６

　

日
１７

　

日
１８

　

日
１９

　

日
２２

　

日
２３

　

日
２４

　

日
２５

　

日
２６

　

日
２７

　

日
２９

朝
礼
／
教
職
員
辞
令
伝
達
式
／
消
防
団
長
辞
令
交
付
／
若
月
ひ
と
し
県
議

来
庁

東
北
電
力
株
式
会
社
佐
藤
氏
来
庁

湯
沢
砂
防
事
務
所
長
来
庁
／
新
潟
県
消
防
協
会
南
魚
沼
地
区
支
会
幹
部
会

議（
南
魚
沼
市
）

井
上
恵
三
氏
来
庁
／
都
市
施
設
公
社
打
合
せ
／
種
村
芳
正
県
議
来
庁

都
市
施
設
公
社
職
員
会
議
／
花
ま
つ
り
実
行
委
員
会
／
湯
沢
中
学
校
入
学
式

課
長
会
議
／
町
民
満
足
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
打
合
せ
／
消
防
団
定
例
幹
部
会
議

予
算
執
行
事
務
説
明
会
／
芳
山
閣
内
部
見
学

農
業
委
員
会
総
会
第
一
回
／
長
岡
国
道
事
務
所
長
来
庁
／
共
済
組
合
福
祉

部
会
（
新
潟
市
）

下
熊
野
榎
氏
来
庁
／
北
陸
地
方
整
備
局
河
川
部
長
来
庁

苗
場
自
然
休
養
林
運
営
協
議
会
／
北
越
急
行
株
式
会
社
取
締
役
会
（
南
魚

沼
市
）

新
潟
県
町
村
会
役
員
会
（
新
潟
市
）

Ｓ
Ｋ
グ
ロ
ー
バ
ル
社
長
来
庁
／
湯
沢
町
教
育
委
員
会
・
湯
沢
町
学
校
教
育

研
究
協
議
会
歓
迎
会

森
元
恒
雄
参
議
院
議
員
来
庁
／
越
後
湯
沢
駅
長
来
庁
／
湯
沢
町
バ
イ
オ
マ

ス
タ
ウ
ン
構
想
説
明
会
／
湯
沢
社
交
組
合
・
料
飲
店
組
合
合
同
懇
親
会

県
海
外
移
住
家
族
会
総
会
（
新
潟
市
）

高
田
駐
屯
地　

周
年
記
念
行
事
（
上
越
市
）

５７

井
上
恵
三
氏
来
庁
／
湯
沢
高
校
後
援
会
幹
事
会
／
知
事
と
の
懇
談
会
（
ホ

テ
ル
新
潟
）

北
関
東
連
携
軸
監
査
（
高
崎
市
来
庁
）
／
南
魚
沼
農
業
振
興
協
議
会
／
新

潟
県
食
品
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
（
新
潟
市
）

環
境
衛
生
中
央
研
究
所
打
合
せ
会
議
（
長
岡
市
）

水
道
事
業
管
理
者
協
議
会
（
胎
内
市
）

水
道
事
業
管
理
者
協
議
会
（
胎
内
市
）
／
四
者
協
議
会
（
三
俣
振
興
策
）

花
ま
つ
り
・
ゆ
ざ
わ

４
月
の
町
長
活
動
状
況
に
つ
い

４
月
の
町
長
活
動
状
況
に
つ
い
てて

４
月　

日
に
行
わ
れ
た
恒
例
の

２９

「
花
ま
つ
り
」
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
た

く
さ
ん
の
方
々
か
ら
お
出
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
年
も
多
く
の
皆
さ

ま
の
総
力
を
結
集
し
、
盛
大
に
ま

た
和
や
か
に
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
大

変
ご
苦
労
様
で
し
た
。そ
し
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
昨
年
の

「
花
ま
つ
り
」
で
は
、
来
賓
の
斉
藤
県

議
か
ら
、
湯
沢
中
学
校
吹
奏
楽
部

の
生
徒
の
皆
さ
ん
の
清
楚
な
服
装

や
規
律
あ
る
態
度
に
、お
褒
め
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
も

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
見
事

な
演
奏
を
し
て
い
た
だ
き
、感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
そ
の
姿
を
見
て
、
何

か
に
真
剣
に
取
り
組
む
こ
と
が
本

当
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
、
実
感

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
日
々
の
努

力
を
大
切
に
し
て
、
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
。

そ
し
て
今
年
は
、災
害
時
の
防
災

協
定
を
締
結
し
て
い
た
だ
い
た
群

馬
県
前
橋
市
の
大
塚
副
市
長
を
は

じ
め
、
地
域
の
防
災
協
定
を
締
結
い

た
だ
い
た
関
係
の
皆
さ
ま
と
一
緒

に
、前
橋
市
の
木
で
あ
る
欅
を
中
央

公
園
に
記
念
植
樹
し
ま
し
た
。
災

害
時
は
当
然
で
す
が
、普
段
も
近
い

親
戚
が
で
き
た
と
い
う
気
持
ち
で
、

前
橋
市
民
と
湯
沢
町
民
の
皆
さ
ま

が
、交
流
を
深
め
る
こ
と
を
願
う
と

共
に
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

先
般
、
平
成　

年
度
の
観
光
客

１８

入
込
み
数
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、入
込
み
数
の
合
計

は
４
７
９
万
人
、
対
前
年
度
比
で

は　

.
４
％
と
い
う
数
字
で
し
た
。

９４
前
例
の
な
い
ほ
ど
の
暖
冬
少
雪
と
い

う
異
常
気
象
の
中
、
皆
さ
ま
そ
れ

ぞ
れ
の
努
力
を
さ
れ
た
結
果
で
す
。

今
年
度
は
心
機
一
転
、
更
に
が
ん

ば
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
で
、
皆
さ
ま

と
一
緒
に
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

町
役
場
に
お
い
て
は
、
行
財
政
改

革
の
一
環
と
し
て
、新
年
度
よ
り
大

幅
な
機
構
改
革
を
行
い
ま
し
た
。お

よ
そ
1
か
月
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

よ
う
や
く
変
わ
っ
た
部
署
に
も
慣

れ
て
き
た
と
こ
ろ
か
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
接
遇
と
併
せ
て
、職
員
の
政

策
能
力
向
上
の
研
修
も
進
め
る
予

定
で
す
。
ま
た
、
町
内
外
の
各
方
面

の
皆
さ
ま
よ
り
、多
く
の
企
画
書
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
湯
沢

町
の
置
か
れ
て
い
る
位
置
が
、
期
待

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
理
解
し
、
そ
れ

ぞ
れ
を
精
査
し
な
が
ら
真
剣
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
季
節
は
ま
さ
に
春
爛
漫
、

そ
し
て
山
菜
や
山
野
草
の
絶
好
の

シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
役
場
庁

舎
前
の
庭
に
も
、
昨
年
暮
れ
に
植

え
て
い
た
だ
い
た「
湯
沢
野
の
花
会
」

の
皆
さ
ま
の
善
意
の
結
晶
が
芽
を

出
し
、
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
山
菜

シ
ー
ズ
ン
は
、
山
の
事
故
が
多
く
な

り
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
４
月
の
統
一
地
方

選
挙
で
、新
し
い
町
議
が
決
ま
り
ま

し
た
。
湯
沢
町
の
更
な
る
発
展
の
た

め
、力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
り
ま
す

の
で
、
町
民
皆
さ
ま
か
ら
力
強
い
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
花
ま
つ
り
」の
日
、中
央
公
園
で
前
橋
市

の
木
の
欅
が
、
記
念
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

（
右
側
が
大
塚
前
橋
副
市
長
）
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身
体
・
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
が

所
有
し
て
い
る
軽
自
動
車
、
ま
た
は

そ
の
方
と
生
計
を
と
も
に
す
る
方

が
障
が
い
者
の
通
学
・
通
勤
等
の
た

め
に
使
用
す
る
軽
自
動
車
に
つ
い

て
は
、税
の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
１
台
の
み
。
普
通
自
動
車
に
つ
い
て

減
免
を
受
け
る
方
は
除
き
ま
す
。）

該
当
す
る
方
は
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
障
が
い
の
区
分
・

級
別
に
よ
っ
て
該
当
に
な
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
申
請
の
際
に
必
要
な
も
の
】

①
身
体
障
害
者
手
帳
、
ま
た
は

　

療
養
手
帳
な
ど

②
印
鑑

③
運
転
免
許
証

【
申
請
期
限
】

５
月　

日
（
木
）

２４

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
】

税
務
課
課
税
班

℡
７
８
４
・
３
４
５
２

軽
自
動
車
税

軽
自
動
車
税
のの

減
免
申
請
に
つ
い

減
免
申
請
に
つ
い
てて
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税源移譲により

町県民税（住民税）の税率が変わりま　町県民税（住民税）の税率が変わりますす

何が変わるの 何が変わるの？？

「地方のことは地方で」という方針のもと、地方分権を積極的に進めていく「三位一体改革」が実現します。そ
の柱といえるのが、今回の「税源移譲（ぜいげんいじょう）」です。税源移譲では、国税である所得税と地方税
である町県民税（住民税）の税率を変えることで、国の税収が減り、地方の税収が増えることになります。国
全体で、およそ３兆円の税源が、国から地方へ移譲されます。

どう変わるの どう変わるの？？

税源移譲によって、地方は必要な財源を直接確保できるようにな
ります。これにより、住民はより身近で、よりよい行政サービスを
受けられるようになります。

このようになります このようになります 

税源移譲前（平成１８年度末まで）

所得税の税率 � ４段階

　（１０％・２０％・３０％・３７％）

住民税の税率 � ３段階

 課税所得２００万円以下 ５％

 ２００万円を超え７００万円以下 １０％

 ７００万円を超える金額 １３％

税源移譲後（平成１９年度から）

所得税の税率 � ６段階に細分化
　（５％・１０％・２０％・２３％・３３％・４０％）

住民税の税率 � 一律１０％
 （町民税６％　県民税４％）

平成１９年１月から所得税が減額され、その分が５月以降の町県民税（住民税）で増額されます。

� 税源の移し替えであり、人的控除の差額を考慮した調整措置もあるため、所得税と住民税を合わせた税負担額
は、基本的に変わらないように制度設計されています。

� 所得税は、平成１９年１月分から減額されています。

 住民税は、 特別徴収（給与から天引きし、事業所で納税） ・・・・平成１９年６月分から

  普通徴収（個人で納税） ・・・・・・・・・・・・・ 平成１９年５月分から

 増額になります。

� 税源移譲以外の定率減税の廃止等による増額もありますので、ご留意ください。

� 詳しい内容については、納税通知書発送時に資料を同封します。参考としてください。

【問い合わせ】税務課課税班　℡７８４－３４５２
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春の全国交通安全運動実施中

春季消防演習が行われま春季消防演習が行われますす
５月２０日（日）、神立地区、三俣地区および三国地区において、春季消防演習が
行われます。これに伴い、次のとおりサイレンの吹鳴をします。火災と間違わな
いようにしてください。

 サイレン吹鳴時刻 サイレン吹鳴時刻  神立地区　午前７時３０分（団員招集） 午前１０時３０分ころ（放水訓練）
  三俣地区　午前８時００分（団員招集）
  三国地区　午前７時３０分（団員招集） 午前１０時４５分ころ（放水訓練）

● 前号の広報ゆざわでお知らせした、湯沢地区と土樽地区の春季消防演習が、本日（５月１３日）行われます。

 サイレン吹鳴時刻 サイレン吹鳴時刻  湯沢地区　午前７時３０分（団員招集） 午前１０時４５分ころ（放水訓練）
  土樽地区　午前７時３０分（団員招集） 午前１１時００分ころ（放水訓練）
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サイレン吹鳴に注サイレン吹鳴に注意意

新入学（園）児童を交通事故から守るために
新しい環境の下で、新入学（園）児の生活が始まりました。生活環境が変わり、厳しい交通社会に不慣れな子ど
もたちの交通事故が心配されます。また、日差しも暖かくなり、何かと外出の機会が増え、行動範囲が広がること
などから、特に多発傾向にある高齢者の交通事故も心配されます。
このため、子どもと高齢者の交通事故を重点にして、交通事故防止を訴えるとともに、まだまだ不十分なシート
ベルト・チャイルドシートの着用の徹底を呼びかける交通安全運動を広く推し進めましょう。

運動の重点

○子どもと高齢者の交通事故防止
○飲酒運転の根絶
○自転車の安全利用の推進
○後部座席を含むシートベルトとチャイルドシートの
正しい着用の徹底

 湯沢町・南魚沼警察署・南魚沼交通安全協会湯沢支部 

春の全国交通安全運動実施春の全国交通安全運動実施中中　５月１ １日（金）～５月２ ０日（日）

� �������������������������������������������������������������������������������������������

～ 思いやる　心で運転　春の道 ～

平成１９年６月２日から

中型自動車・中型免許が新設されま中型自動車・中型免許が新設されますす
道路交通法一部改正

運転経験年数受験資格乗車定員最大積載量車両総重量自動車の種類

３年以上２１歳以上３０人以上６.５トン以上１１トン以上大型自動車

２年以上２０歳以上
１１人以上
２９人以下

３トン以上
６.５トン未満

５トン以上
１１トン未満

新設
中型自動車

－１８歳以上１０人以下３トン未満５トン未満普通自動車

自動車の種類として新たに中型自動車が設けられ、これに対応して中型免許、中型第二種免許が新設されます。

� 改正法施行前に免許を受けた人は、施行後も従前と同じ範囲の自動車を運転できます。

� 中型自動車の高速自動車国道での最高速度は、次のとおりです。
 専ら人を運搬する構造のものまたは車両総重量８トン未満のもの ・・時速１００キロ
 それ以外のもの ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・時速１８０キロ
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湯沢町の飲食店・温泉旅館から自宅などへのお帰りにご利用
できる「飲んだら乗せないクーポン券」発行のキャンペーンを、
今年度も継続することとなりました。
キャンペーンの内容に変更はありません。加盟のお店・旅館で
お一人１,０００円以上飲食して、そのお店・旅館でタクシー・運転
代行を依頼すると、４００円分のクーポン券が発行されます。

ストッストッププ　　 飲飲酒運転キャンペーンを継続しま酒運転キャンペーンを継続しますす

�クーポン券は、こちらのポスターが掲示
されたキャンペーン加盟の飲食店・温泉
旅館で発行されます。

加盟（ポスター掲示）の

飲食店
温泉旅館

タタククシシーー・・運運転転代代行行 ご自宅

リゾート
マンション
宿泊施設

クーポンクーポン券券（（４００４００円分）円分）発発行行

� クーポン券は、次のタクシーと運転代行のみご利用できます。

　　・魚沼交通㈱　　　　℡７８４－２０２５
　　・湯沢タクシー㈱　　℡７８４－２６６０
　　・アサヒタクシー㈱　℡７８４－３４１０
　　・Ｓ＆Ｐ代行　　　　℡７８５－５３３６

� 発券とご利用には制限があります。くわしくは、加盟の飲食
店、温泉旅館等にお問い合わせください。

　【問い合わせ】湯沢温泉観光協会　℡７８５－５３５３
　　　　　　　（酒酔い運転防止対策委員会）

ＴＨＴＨＥＥ

� �������������������������������������������������������������������������������������������

キャンペーン期間は平成２０年４月３０日まで
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漏水はありませんでしたか漏水はありませんでしたか？？このようなことがないようご協力くださこのようなことがないようご協力くださいい

犬がメーターの周りにいる メーター器の上に物や車を置く 冬期間に漏水があり、いつもより多く
メーターが回っている場合、一度に多額の
請求がされることがあります。
冬期間、水道管破裂や器具の損傷などで
漏水があり、湯沢町指定の給水装置工事店
により修理された方は、お手数ですがお早
めに地域整備課水道班までご連絡ください。
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●●●　初級水泳教室　●●●

参加料時間期間定員コース対象クラス名

３,０００円

午後５時１０分～６時

６月４日～７月１９日
（全６回）

３０人月曜
湯沢町に
住所を有する
保育園（幼稚園）
年長

年 長年 長 組組 ３,０００円
６月７日～７月１２日

（全６回）
３０人木曜

３,０００円
６月８日～７月１３日

（全６回）
３０人金曜

３,５００円午後４時～５時

※最終日は
　　午後５時３０分
　　　～６時３０分

６月４日～７月１６日
（全７回）

３０人月曜
湯沢町に
住所を有する
小学１・２年生

１・２ 年１・２ 年 生生 ３,５００円
６月７日～７月１９日

（全７回）
３０人木曜

３,５００円
６月８日～７月２０日

（全７回）
３０人金曜

３,５００円午後６時１０分
～７時１０分

※最終日は
　　午後６時４０分
　　　～７時４０分

６月４日～７月１６日
（全７回）

３０人月曜

湯沢町に
住所を有する
小学１～６年生

小 学小 学 生生 ３,５００円
６月７日～７月１９日

（全７回）
３０人木曜

３,５００円
６月８日～７月２０日

（全７回）
３０人金曜

【内容】 年長組、小学１・２年生 ・・・ 水慣れから初歩の泳ぎ方の基本
　　　 小学３～６年生 ・・・・・・・・・・・・ クロール、背泳ぎ、平泳ぎ、バタフライの基本（各泳法で１５ｍ泳ぐことを目標）

●●●　アクアエクササイズ教室　●●●

参加料時間期間定員対象クラス名

３,０００円午前１０時～１１時
６月４日～７月１９日

（全６回）
４０人

高校生以上
７０歳以下の女性

健康になりたい！
月 曜 ク ラ月 曜 ク ラ スス

３,０００円
午後７時２０分
～８時２０分

６月７日～７月１２日
（全６回）

４０人
高校生以上
６０歳以下の女性

や せ た い ！
木 曜 ク ラ木 曜 ク ラ スス

健康増進と筋力アップを目的とし、楽に運動できるクラス【内容】　 月曜クラス・・・･･
体脂肪を燃焼させて筋肉を引き締めることを目的とした運動量の多いクラス　 木曜クラス・・・･･

各クラス共通　申込み方法

【期間】 ５月２２日（火）まで
【時間】 午前９時～午後５時

�湯沢カルチャーセンターに置いてある所定の申込書に、必要
事項を記入の上、参加料を添えて申し込んでください。

�電話での申込みは、受付しません。
�参加人数が少ない場合は、開催を中止することがあります。
�各クラスとも定員になり次第、募集を締め切ります。

【問い合わせ】湯沢カルチャーセンター　℡７８４－１５１１

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

レジャープール・オーロラレジャープール・オーロラ　各教室参加者募集各教室参加者募集
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例年、春の山野草シーズンに、有毒な野草を山菜等と
間違えて食べてしまったことによる食中毒が発生して
います。山菜等は、はっきり安全と判断できるものだけ
食べましょう。

種類の判定できない植物は、

● 採らない
● 食べない
● 人にあげない

を心がけてください。

【問い合わせ】南魚沼地域振興局 健康福祉環境部　℡７７２－８１４３

毒草による食中毒に注意しましょう山菜とお間違いないように！　毒草による食中毒に注意しましょ毒草による食中毒に注意しましょうう

● 山菜等と間違いやすい主な毒草

似ている（食べられる）野草毒を持つ野草

オオバキボウシ（ウルイ）
コバイケイソウ

バイケイソウ

ニラスイセン

シオデハシリドコロ

ゴボウチョウセンアサガオ

� �������������������������������������������������������������������������������������������

調理前にもう一度、確認しましょ調理前にもう一度、確認しましょうう

� �������������������������������������������������������������������������������������������

��������������������������
��������������������������
��������������������������
花水木通りのボランティア植花水木通りのボランティア植栽栽 募募集のご案内集のご案内

花水木通りに１０種類、約４０００本の花を植栽します。皆さんの手で、町の中を
花いっぱいにしてみませんか。
当日は手シャベルをご持参ください。また花苗のプレゼントがあります。

日日時時 ５月２６日（土）午前９時～１１時ころ（小雨決行、午前８時に決定）

定定員員 ５０名

参加参加料料 無料

集合場集合場所所 中央公園チューリップ駐車場

【申込み・問い合わせ】 湯沢町総合管理グループ
 湯沢カルチャーセンター内　℡７８４－１５１１

��������������������������
��������������������������
��������������������������
花水木通りのボランティア植花水木通りのボランティア植栽栽 募募集のご案内集のご案内

花遊び講座のお知ら花遊び講座のお知らせせ

２００７２ ０ ０ ７ ななかのバラまつり＆小布施＆馬曲温かのバラまつり＆小布施＆馬曲温泉泉

６７０種、１３００株のバラが咲き誇り、切りバラ・バラの鉢植え・バラを使ったお菓子や小物も販売している一本木
公園に行きます。
その後、小布施を散策し、馬曲温泉の露天風呂から北アルプスを眺望して体を癒します。

日日時時 ６月１１日（月）午前８時～午後６時

定定員員 ２０名（最小催行数１０名）

参加参加費費 ４,８００円（昼食代、入浴料を含む。マイクロバスを使用します。）

集合場集合場所所 湯沢カルチャーセンター

　�参加費は申込み時にお支払いください。

　�当日のキャンセルについては、参加費を払戻しできません。

　�定員になり次第、募集を締め切ります。（広報の掲載と行き違いで、締切
　　　りとなる場合があります。あらかじめご了承ください。）

【申込み・問い合わせ】 湯沢町総合管理グループ
 湯沢カルチャーセンター内　℡７８４－１５１１
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湯
沢
消
防
署
か
ら

湯
沢
消
防
署
か
ら
のの

お
知
ら
せ
（
第

回

お
知
ら
せ
（
第　

回
））

２６２６

子
ど
も
の
突
然
死
に
つ
な
が
る「
心
臓
震
と
う
」

「
脳
震
と
う
」、
こ
れ
は
頭
部
に
強
い
力
が
加
わ
っ
て
、
意
識
不
鮮
明
ま
た

は
意
識
喪
失
し
た
り
、
め
ま
い
、
頭
痛
な
ど
の
症
状
が
出
る
こ
と
で
す
が
、

比
較
的
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
で
す
。

そ
の
一
方
で
、「
心
臓
震
と
う
」
と
い
う
言
葉
は
、
あ
ま
り
一
般
的
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
心
臓
震
と
う
は
、脳
震
と
う
の
頭
部
で
は
な
く
、胸
部
に
衝

撃
が
加
わ
る
こ
と
で
起
き
る
現
象
で
す
。
こ
の
と
き
、
心
臓
の
筋
肉
は
け

い
れ
ん
し
た
状
態
と
な
っ
て
い
て
、
心
臓
が
収
縮
で
き
ず
、
血
液
を
全
身

に
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
心
臓
が
停
止
し
て
い
る
状

態
で
す
。（
こ
れ
を
心
室
細
動
と
い
い
ま
す
。）
そ
の
ま
ま
こ
れ
を
放
置
す

れ
ば
、
死
に
至
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
心
臓
震
と
う
は
、
比
較
的
弱
い
衝
撃
が
加
わ
る
こ
と
で
起
き
る

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
国
内
で
症
例
が
報
告
さ
れ
た
内
訳
を
見
る
と
、

そ
の
多
く
が
ス
ポ
ー
ツ
中
、
野
球

の
ボ
ー
ル
等
を
胸
に
受
け
た
も
の

で
、
普
段
は
健
康
な
子
ど
も
や
若

い
人
に
起
き
て
い
ま
す
。

湯
沢
町
は
、
少
年
野
球
が
盛
ん

で
、
各
種
大
会
で
す
ば
ら
し
い
成

績
を
収
め
て
い
ま
す
。
大
切
な
子

ど
も
た
ち
が
、
安
心
し
て
ス
ポ
ー

ツ
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
大
人
た

ち
が
心
臓
震
と
う
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
安
全
な
環
境
を
整
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

湯沢消防署
℡７８４－３３７７

 心臓震とう とは？

�心臓震とうとは、胸部に衝撃が加わることにより、心臓の筋肉がけいれんを起こし、心臓が停止してしまう状
態です。

�多くはスポーツ中に、普段はまったく健康で、何の病気もない子どもや若い人に起こっています。

�肋骨が折れるとか心臓の筋肉が損傷するような強い衝撃ではなく、子どもが投げた野球のボールが当たる程
度の衝撃で起こります。そして心臓の真上あたりが、危険な部分です。

�心臓震とうは、直接衝撃の力よって心臓が停止するのではなく、不整脈（心室細動）の発生が原因で、心臓の
動きの中のあるタイミングで、衝撃が加わることにより起きると考えられています。
�子どもや若い人に多いのは、胸の骨が発育途中で軟らかくたわみやすいので、衝撃が心臓に伝わりやすいから
であると考えられています。

 心臓震とうを防ぐには？

�素振りやキャッチボールをするときは、周りに誰もいないことの確認を徹底する。

�野球の練習や試合で、小中学生のうちは、ボールを体に当てて止めることを避ける。

�アンダーシャツの左前胸部にパッドを付けるなどして、
　頭部と同じように、衝撃から胸部を守るという意識を持つ。

�野球・ソフトボール用に胸部への衝撃から身を守る「保護パッド」を、大手スポーツ
用品メーカーが開発し、今年５月から販売するという報道もあります。

 心臓震とうが起きてしまったときは？

　心臓震とうが起きてしまったときは、直ちに心肺蘇生法を行い、ＡＥＤ
（自動体外式除細動器）を使って心臓に電気ショックを与えることが、唯一と
いっていい治療法です。心臓震とうが起きて、何の処置もなく救急車を待つ
だけでは、手遅れになることも考えられます。
　湯沢町は、小中学校にＡＥＤがあります。練習や試合中は、ＡＥＤを近く
に置いて、指導者や保護者が心肺蘇生法（ＡＥＤの使用法）に精通すること
が望まれます。
　消防署では、救急講習会を実施しています。大切な命を救うため、救急講
習会を積極的に受講するようにしてください。

�
�

�����

ＡＥＤ器械の一例
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���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
南魚沼地域振興局での展示作品の募集につい南魚沼地域振興局での展示作品の募集についてて

南魚沼地域振興局では、「地域に開かれた、親しみのある庁舎づくり」の一環として、県民ホールギャラリー等
に展示する作品を募集します。住民の皆さまの文化活動の成果を発表する場として、またご来庁の皆さまや住民の
皆さまが、身近に文化に触れる場としてご活用ください。なお、展示料金は無料です。

【展示作品例】 写真、絵画、盆栽、彫刻品、工芸品等

【作品の募集】 �一般展示
 主に県民ホールギャラリーで展示できる作品を、前半期分
 （６月～１１月）、後半期分（１２月～５月）で募集します。展
 示期間は希望により調整します。
 �企画展示
 ホワイエ、会議室等を含めた広いスペースを使った展示で、
 各期に１回ずつ、１０日間程度展示できる作品の募集です。

【申込み期限】  �前半期分（６月～１１月展示分）  ・・・・ 　５月 ２３日（水）
 �後半期分（１２月～５月展示分）  ・・・   １１月 ２１日（水）

【その他】 ・応募状況により展示期間を決定します。
 ・営利行為、宗教、政治活動等に関する内容については、展示できません。

【問い合わせ】南魚沼地域振興局 企画振興部 総務課　℡７７２－２３７２

� �������������������������������������������������������������������������������������������

防衛省自衛隊では平成１９年７・８月採用の、
陸上・海上・航空自衛官を募集しています。

・採用種目・・・・・・・・２等陸・海・空士

・受験資格・・・・・・・・平成１９年７月１日で、満１８歳以上２７歳未満の人

・試験科目・・・・・・・・学科試験、口述試験、身体検査、適性検査

・受付期間・・・・・・・・６月８日（金）まで

・試験期日・・・・・・・・６月１０日（日）または２４日（日）のいずれか１日

・試験場所・・・・・・・・高田または新発田駐屯地

【問い合わせ】自衛隊新潟地方協力本部 長岡出張所　℡０２５８－３３－０２５６

 自自衛官採用試験のご案衛官採用試験のご案内内 

４月２２日付の「広報ゆざわ」１４ページでお知らせした「特設人権相談所開設のご案内」に関して、一部誤りがありました。
次のとおり訂正し、お詫び申し上げます。

相談所開設日の曜日の訂正　（下線部が訂正部分です。日時に訂正はありません。）

【訂正前】　×　５月２４日（火）　　　　　　【訂正後】　○　５月２４日（木）

訂正とお詫び

� �������������������������������������������������������������������������������������������

� �������������������������������������������������������������������������������������������

平成１９年度合同検診案内について　訂正とお詫び

先日、個別にご案内した「平成１９年度合同検診実施通知書」（青い紙）の中に、一部誤りがありました。次のとおり
訂正し、お詫び申し上げます。

【誤っていた箇所】
「西中」「西山」「湯元」「布場」「滝沢」の方を対象に、個別案内した検診日時の「曜日」が誤っていました。正しくは、
次のとおりです。

 ( 誤 ) ( 正 )
 　×６月２１日（水）　 　○ ６月２１日（木）

【問い合わせ】
保健センター　℡７８４－３１４９
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・
測
量
実
践

６
月
７
日
〜　

月
６
日

１０

（
学
科
→
月
・
木
曜
日
）

（
実
技
→
土
曜
日
）

・
表
計
算
基
礎

６
月
７
日
〜
９
月
３
日 
（
月
・
木
曜
日
）

・
中
堅
社
員
教
育

６
月　

日
〜
６
月　

日 
（
月
・
金
曜
日
）

１１

２９

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

６
月　

日
〜
７
月　

日 
（
火
・
金
曜
日
）

１２

３１

・
電
気
工
事
第
2
種
実
技

６
月　

日
〜
７
月　

日 
（
月
・
火
・
金
曜
日
）

１５

２０

・
ア
ー
ク
溶
接

６
月　

日
〜
６
月　

日 
（
火
・
水
・
木
曜
日
）

１９

２１

・
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育

６
月　

日
〜
６
月　

日 
（
火
・
水
曜
日
）

１９

２０

※
職
長
及
び
安
全
衛
生
責
任
者
に
選
任
さ
れ
て
間

も
な
い
方
、
今
後
選
任
さ
れ
る
予
定
の
方
が
対
象
。

※
定
員　

名
に
な
り
次
第
締
切
で
す
。

３０

�

各
講
座
と
も
時
間
・
回
数
・
受
講
料
な
ど
、
く
わ
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

サ
ン
テ
ィ
ッ
ク　

℡
７
７
２
・
４
５
５
４

魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー

魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ルル

６６
月
開
講
コ
ー
ス
の
ご
案

月
開
講
コ
ー
ス
の
ご
案
内内

� �������������������������������������������������������������������������������������������

� �������������������������������������������������������������������������������������������

シ
ン
グ
ル
ズ
パ
ー
テ
ィ
ー
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
日
時
】

６
月　

日
（
日
）

１０

午
後
１
時　

分
〜
５
時
こ
ろ

３０

※
午
後
１
時
か
ら
女
性
受
付

※
男
性
は
正
午
か
ら
受
付

午
後　

時　

分
か
ら
事
前
講
習
会

１２

３０

【
会
場
】

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
（
湯
沢
町
）

【
対
象
】

未
婚
ま
た
は
離
婚
の
成
立
し
て
い
る
方
で
、

・
男
性
は　

歳
以
上　

歳
ま
で
の
旧
３
魚
沼
地
域
在
住
者
ま
た
は
就
職
者

２８

５０

・
女
性
は　

歳
以
上　

歳
ま
で
の
国
内
在
住
者

２３

５０

【
参
加
費
】

男
性
４，
０
０
０
円　

女
性
２，
０
０
０
円

ケ
ー
キ
バ
イ
キ
ン
グ
（
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
）

【
募
集
人
数
】

　

人
（
男
性
は
女
性
の
２
倍
ま
で
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
で
す
。）

７５
【
締
め
切
り
】

５
月　

日
（
金
）

２５

【
お
願
い
】

当
日
、
男
性
は
ネ
ク
タ
イ
を

着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

所
定
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
雪
国
魚
沼
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

事
務
局
（
塩
沢
商
工
会
内
）
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

雪
国
魚
沼
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局　

℡
７
８
２
・
１
６
５
３

シ
ン
グ
ル
ズ
パ
ー
テ
ィ

シ
ン
グ
ル
ズ
パ
ー
テ
ィ
ーー 

参
加
者
募
集
の
お
知
ら

 
参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せせ 

Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
で
は
、
詳
し

Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
で
は
、
詳
し
いい

内
容
を
、
平
日
午
前
７

内
容
を
、
平
日
午
前
７
時時　

分分
４０４０

過
ぎ
か

過
ぎ
か
らら
放
送
し

放
送
し
てて
いい
ま
す
。

ま
す
。

　平平成成２２ ００年 4 月採用予年 4 月採用予定定

新潟県警察官採用試験のご案新潟県警察官採用試験のご案内内
 受付期受付期間間  ６月 ４日（月）まで（郵送・持参の場合）
 ５月 ２５日（金）まで（電子申請の場合）

 第一次試第一次試験験  ７月 ８日（日）　新潟市

 受験資格受験資格  昭和５３年４月２日以降に生まれた人で、次のいずれかに該当する人
 ① 四年制大学を卒業した人または平成２０年３月３１日までに
 　 卒業見込みの人
 ② 新潟県人事委員会が①と同等と認める人

 ※ その他受験資格など詳細については、南魚沼警察署または各交番、駐在所に
 　 お問い合わせください。

【問い合わせ】南魚沼警察署 総務課　℡７７０－０１１０
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旧
主
要
戦
域
に
お
け
る
慰
霊
巡

拝
事
業
が
、
次
の
と
お
り
実
施
さ

れ
ま
す
。
参
加
を
ご
希
望
す
る
遺

族
の
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
実
施
地
域
】

旧
ソ
連
地
域
、
中
国
東
北
地
区
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
硫
黄
島
、

ビ
ス
マ
ー
ク
・
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

【
実
施
時
期
】

平
成　

年
８
月
下
旬
〜

１９

平
成　

年
２
月
下
旬

２０

【
問
い
合
わ
せ
】

新
潟
県
福
祉
保
健
部

福
祉
保
健
課
救
護
恩
給
室

℡
０
２
５
・
２
８
０
・
５
１
８
０

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、

い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強

制
抑
留
者
お
よ
び
引
揚
者
の
皆
さ

ま
に
、「
特
別
慰
労
品
」
を
贈
呈
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
特
別
贈
呈
品
は
、
過
去
に

基
金
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書

状
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
贈
呈

す
る
と
と
も
に
、
書
状
を
受
け
る

資
格
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
に
も
贈
呈

し
ま
す
。

ご
本
人
か
ら
の
請
求
に
基
づ
い

て
贈
呈
さ
れ
ま
す
の
で
、
も
れ
な

く
ご
請
求
く
だ
さ
い
。（
ご
遺
族
等

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。）

【
請
求
受
付
期
間
】

平
成　

年
４
月
１
日
〜

１９

平
成　

年
３
月　

日

２１

３１

【
請
求
書
等
の
送
付
先
】

〒
１
６
３
・
０
２
３
１

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿

２
‐
６
‐
１　

新
宿
住
友
ビ
ル

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

特
別
記
念
事
業
担
当

※
請
求
書
等
は
湯
沢
町
役
場
健
康

福
祉
課（
℡
７
８
４
・
４
５
６
０
）

に
も
あ
り
ま
す
。

※
健
康
福
祉
課
の
窓
口
で
は
、
請

求
書
を
お
渡
し
す
る
だ
け
と
な

り
ま
す
。
請
求
書
お
よ
び
添
付

書
類
の
提
出
は
受
付
し
ま
せ
ん

の
で
、「
平
和
祈
念
事
業
特
別
基

金
」ま
で
、直
接
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

特
別
記
念
事
業
担
当

℡
０
１
２
０
・
２
３
４
・
９
３
３

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

障
が
い
者
の
皆
さ
ん
が
、
職
業

技
能
を
競
う
大
会
で
す
。
ぜ
ひ
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
開
催
日
】

９
月　

日
（
日
）

３０

【
会
場
】

新
潟
県
立
新
潟
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

（
新
潟
市
中
央
区
鐙
西
１
‐　

‐
２
）

１１

【
競
技
種
目
】

・
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー

・
絵
画
（
水
彩
画
、
ク
レ
ヨ
ン
画
等
）

・
パ
ソ
コ
ン
初
級

・
パ
ソ
コ
ン
操
作

　
（
視
覚
障
害
者
部
門
）

・
縫
製
（
知
的
障
害
者
部
門
）

・
喫
茶
サ
ー
ビ
ス

　
（
知
的
障
害
者
部
門
）

【
募
集
期
間
】

７
月
６
日
（
金
）
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】

社
団
法
人
新
潟
県
雇
用
開
発
協
会

℡
０
２
５
・
２
４
１
・
３
１
２
３

南
魚
沼
地
域
は
、
①
「
魚
沼
産

コ
シ
ヒ
カ
リ
」
に
代
表
さ
れ
る
食

の
宝
庫
、
②
温
泉
、
③
ス
キ
ー
場
、

④
自
然
、
⑤
首
都
圏
に
近
い
、
⑥

教
育
環
境
（
大
学
等
）
な
ど
の
資

源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
地
域
資
源
な
ど
の
活
用
を
論
点

に
、
若
者
が
就
学
、
就
職
で
き
る

魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
、

泉
田
知
事
を
交
え
て
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

ご
来
場
の
方
々
と
の
意
見
交
換

の
時
間
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
事
前
の
申
し
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
テ
ー
マ
】

「
こ
れ
か
ら
の
南
魚
沼
の

魅
力
を
探
る
」

【
日
時
】

５
月　

日
（
火
）

２２

午
後
２
時　

分
〜
４
時　

分

１０

１０

【
会
場
】

南
魚
沼
地
域
振
興
局
講
堂

【
定
員
】

１
０
０
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

南
魚
沼
地
域
振
興
局

企
画
振
興
部
地
域
振
興
課

℡
７
７
２
・
２
７
９
３

受
講
料
は
無
料
で
す
。
参
加
ご

希
望
の
方
は
、
前
日
ま
で
に
電
話

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

５
月　

日
（
木
）

３１

午
後
２
時　

分
〜
４
時　

分

４５

４５

【
会
場
】

魚
沼
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
南
魚
沼
市
西
泉
田　

‐
１
）

４８

【
テ
ー
マ
】

「
生
き
生
き
人
生
笑
い
と
健
康
」

〜
輝
い
て
生
き
る
〜

【
講
師
】

�
新
潟
県
労
働
衛
生
医
学
協
会

常
務
理
事　

大
西
金
吾
先
生

【
問
い
合
わ
せ
】

南
魚
沼
職
業
能
力
開
発
運
営
協
会

℡
７
７
２
・
４
５
５
４

厚
生
労
働
省
主
催

慰
霊
巡
拝
事
業
の
ご
案
内

恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留
者
、

引
揚
者
の
皆
さ
ま
へ

第
４
回
新
潟
県
障
害
者
技
能

競
技
大
会
開
催
の
お
知
ら
せ

知
事
と
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

参
加
募
集
の
ご
案
内

講
演
会
の
ご
案
内
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今月の納税今月の納税等等

（第 １ 期 ）
（ 第 １ 期 ）

町 県 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
納期限は、５月３１日�です。
（口座振替日は、５月２８日�です。）
※納税相談は、税務課収納班（℡７８４－３４５２）
で受け付けています。

自
動
車
を
お
持
ち
の
方
に
は
、

毎
年
自
動
車
税
が
か
か
り
ま
す
。

納
税
通
知
書
が
５
月
中
旬
に
届
き

ま
す
の
で
、
納
期
限
の
５
月　

日
３１

（
木
）
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

【
納
め
ら
れ
る
場
所
】

銀
行
、
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、

農
協
、
労
働
金
庫
、
郵
便
局
、

新
潟
県
地
域
振
興
局
県
税
部
窓
口
、

コ
ン
ビ
ニ

※　

時
間
営
業
の
コ
ン
ビ
ニ
で
は
、

２４い
つ
で
も
納
め
ら
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
６
月
１
日
以
降
は
コ
ン

ビ
に
で
は
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

口
座
振
替
の
お
す
す
め

自
動
車
税
は
口
座
振
替
納
付
が

で
き
ま
す
。
納
め
る
時
間
と
手
間

が
省
け
ま
す
。ご
希
望
の
方
は
、お

取
引
の
あ
る
金
融
機
関
（
郵
便
局

は
除
く
）に
、通
帳
で
ご
使
用
の
印

鑑
を
持
参
し
て
、
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

南
魚
沼
地
域
振
興
局

県
税
部
収
税
課

℡
７
７
２
・
２
６
６
５

国
道　

号
線
、
湯
沢
町
大
字
三

１７

国
（
火
打
）
〜
大
字
神
立
（
芝
原
）

間
に
て
、防
雪
お
よ
び
落
石
、法
面

崩
壊
補
強
の
対
策
工
事
を
実
施
し

ま
す
。

【
期
間
】

平
成　

年
５
月
〜　

月

１９

１１

【
発
注
者
】

国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局

長
岡
国
道
事
務
所

【
防
雪
施
工
者
】

町
田
建
設
株
式
会
社

℡
７
８
２
・
１
１
８
１

【
防
災
施
工
者
】

株
式
会
社
文
明
屋

℡
７
８
９
・
２
０
０
３

総
務
省
の
行
政
相
談
は
、
国
や

県
、
市
町
村
な
ど
の
仕
事
に
関
し

て
、
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
苦

情
や
意
見
、要
望
を
、相
手
の
行
政

機
関
に
公
平
、
中
立
の
立
場
で
必

要
な
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、
苦
情
の

解
決
や
行
政
運
営
の
改
善
を
図
る

制
度
で
す
。

こ
の
行
政
相
談
制
度
が
住
民
の

皆
さ
ん
か
ら
広
く
理
解
さ
れ
、
利

用
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
に
、
今
年

度
は
、
５
月　

日
（
月
）
か
ら　

日

２１

２７

（
日
）
ま
で
が
行
政
相
談
週
間
と
定

め
ら
れ
ま
し
た
。

湯
沢
町
で
は
、
原
則
と
し
て
毎

月　

日
に
行
政
相
談
定
例
会
を
開

１０
催
し
て
い
ま
す
。
広
報
で
開
催
を

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。）

自
動
車
税
の
納
税
は

５
月　

日
ま
で
に

３１

防
災
・
防
雪
工
事
の
お
知
ら
せ

各
工
区
箇
所
に
看
板
（
立

入
禁
止
等
の
お
願
い
）
を

設
置
し
ま
す
の
で
、
入
山

の
際
は
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

春
の
行
政
相
談
週
間
の

お
知
ら
せ

　

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

４
月　

日
１６

鈴
木

（�
持
）

聡裕
子

さ
ん

さ
ん

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
逝
去
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

４
月　

日
１４

４
月　

日
１８

４
月　

日
２２

４
月　

日
２４

並
木

剱
持

牛
木

�
井

晴
政

善
正

ヤ
ヨ
エ

ア
イ

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

　

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

４
月
４
日

４
月　

日
１２

４
月　

日
１６

４
月　

日
１９

４
月　

日
２０

�
持

蕪
木

井
熊

伊
藤

腰
越

 
暉 
ひ
か
る

 
刀
也 

と
う
や

 
桜
花 

お
う
か

 
結
風 

ゆ
い
か

 
珠
花 

じ
ゅ
か

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

★
土
樽
共
同
浴
場　
「
岩
の
湯
」　
　

　

５
月　

日
（
月
）
〜
５
月　

日
（
月
）
ま
で
、

１４

２１

　

修
繕
工
事
の
た
め 
臨
時
休
業 
し
ま
す
。

（
５
月　

日
（
水
）
は
休
ま
ず
営
業
し
ま
す
。）

２３


